
【取り組む際に生じた課題】
・商品紹介用海外向けプレゼン資料・販促の不足
・ローカルバイヤーへの売り込み

【取組の効果】
・海外向けプレゼンテーション資料を用いる事で、
商談時により効果的な商品PRを行うことができた。

・商談会への参加により、海外バイヤーと直接商談
する機会が得られた。

・商談を通じて現地の市場性を感じ取ることができ
た。

◆東京の高級店で長年扱われているなど、甘さと酸味のバランスがよくブランド力ある
田村みかんを、生鮮から加工品まで幅広い形で提供する。

◆商談会参加や海外向け資料作成が功を奏し、シンガポール、台湾、マレーシア、米
国などに輸出実績あり。アジア圏を中心に更なる輸出先の開拓に望む。

輸出額(千円)

平成26年度 11,690

平成25年度 9,180

和歌山県 （株）小南農園
『地元ブランドみかんを世界へ』

みかん、柑橘類、柑橘加工品

【主な品目】

シンガポール、台湾、マレーシア、米国な
ど

【主な輸出先国・地域】

【輸出取組の概要】

【輸出実績】

【今後の展望】
・アジア圏の自社が輸出をしていない国にも輸出を
拡大する。

・新規輸出先での商標登録も検討する。

【生じた課題への対応方法】
・商談時の商品紹介のための海外向けプレゼン
テーション資料の作成。

・ジェトロ主催商談会に参加し、多くの海外バイヤー
と触れ合う機会の確保。

【連絡先】 担当者名：太田直毅、ＴＥＬ：073-762-3509 

【活用した施策・支援】 ジェトロ食品輸出商談会at FOODEX JAPAN 2014、ジェトロ食品輸出商談会in大阪、
ジェトロ貿易投資相談サービス

青果物

シンガポールの小売店でのプロモーション、定番棚の様子。
青果物、ゼリーが人気。




